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林敏行

00年入所以来、 力標準に関係する
装置群の開発保守と校正業務に従
事。産業の基盤として計量標準の確
立に貢献することは務持（きょうじ）
を涵養（かんよう）する。さらに産業
における課題解決に対峙できるよ
ぅ、 現場と連携して力計測の信頼性
向上に関わっていきたい。
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